
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本年度の重点課題】 

 

「思いやりの心をもち、自ら学び自ら考え、心身ともに元気に仲良く活動できる児童の育成」 

学校教育目標 

確 か な 学 力 

生 き る 力 
個 性 の 伸 長 

豊 か な 心 
感 謝 の 気 持 ち 

明 る い あ い さ つ 

健 や か な 身 体 
た く ま し い 精 神 力 
強 い 意 志 

知 徳 体 

安心・安全な教育環境整備 

○子どもにとって『行きたい学校』   

○保護者にとって『行かせたい学校』 

○教師にとって 『働きたい学校』   

○地域にとって『行ってみたい学校』 

○がんばりぬく子ども 

〇じっくり考える子ども 

〇思い切り遊べる子ども 

〇思いやりのある子ども 

確かな学力と健やかな体の育成 

北九州市こどもまんなか教育プラン 

特別支援教育の充実と豊かな心の育成 
・基礎的・基本的な内容の確実な定着 
・学習意欲の喚起と感動のある学習、協
働的な学習 

・学習規律の確立と子どもの主体的な学
びの両立 

・思考力・表現力・判断力の育成 
・ＩＣＴの効果的な活用と、AI ドリルを
活用した個別最適な学びの充実 

・北九州市型外国語教育の取組の充実 
・運動習慣の定着を図り、運動やスポー
ツが好きな子どもの育成 

・基本的生活習慣の育成 
 「時を守り・場を清め・礼を正す」 
  時間を守りながら行動できる 
  丁寧な清掃ができる 
  大きな声であいさつができる 
・学校図書館の環境整備（学校まるごと
図書館）と読書活動の充実（読み聞か
せ・朝読書） 

・子ども電子図書館の活用 

 
〈特別支援教育の充実〉 
・障害の理解と個に応じた適切な指導充
実への全校的な取組 

・個に応じたキャリア発達支援 
・適切な個別の指導計画や個別の教育支
援計画等の作成及び情報共有 

・定期的なケース会議の開催 
・コグトレ活用による認知機能に視点を
置いた子どもへの理解と支援 

・ユニバーサルデザインの視点を生かし
た環境づくりおよび授業づくり 

 
（豊かな心の育成） 
・いのちを大切にする子どもの育成 
・「いのちの安全教育」の確実な実施 
・「対人スキルアップ授業」「新版いのち」
を使った授業実践 

・職員の人権教育研修推進（「人権教育ハ
ンドブック」「私たちと同和問題」の積
極的な活用） 

～「こどもまんなか」で、質の高い教育環境の充実を～ 

１．全てのこどもにとって「居心地の良い学校」をつくる  ２．失敗を恐れず挑戦し、志と人間力を高められる環境をつくる 
  〇こどもを枠にはめず、違いを尊重                〇こどもの意見を学校運営に活かす 
  〇生命の安全教育 人権・道徳教育               〇挑戦と失敗を成長の糧とできる環境 
  〇安全・安心に過ごせる居場所づくり              〇知的好奇心を高め、思考力を育てる 
３．誰一人取り残さない学びと、先進的な学びを進める    〇社会に開かれた教育、放課後の充実 

〇確かな学力と健やかな体の育成               ４．学校の自律性と教職員のウェルビーイングを高める 
〇不登校支援 インクルーシブ教育システム           〇時代の変化に対応した資質・能力 
〇人権、ジェンダー、多様性への理解              〇働きやすく、教職員同士がつながり、力を発揮できる職場づくり 

  〇グローバルな資質・能力の育成                〇自律的で特色ある学校づくり 
  〇ICT 活用、リアルとデジタルの融合           
５．地域とのつながりの中で、こどもを見守り、支え育てる   

〇地域・企業、NPO 等と連携した教育   〇学校と地域の連携による学校運営   〇教育の情報を社会全体で共有 

〈生徒指導の充実〉 
・チーム学校による生徒指導体制 
・組織でいじめの未然防止、早期発見 
 早期対応 
・長期欠席の早期対応と未然防止の取組
の推進 

・関係機関との適切な連携の強化 
（防災教育の充実） 
・危機管理マニュアルの更新と周知。 
・学期に１回以上、年３回以上の避難訓
練実施 

・危機管理体制の確立。 
（学校安全） 
・通学路の安全点検と、登下校の安全指
導の徹底 

・学校管理下における事故・事件の防止
と処理及び、早期対応の徹底 

・学期に１回以上の施設や教具の点検 
・物品（薬品・教材・教具等）の保管・
管理の徹底 

 
地域や社会と連携した特色ある教育 

 

めざす学校像 

働きやすい職場環境の実現と人材育成・資質向上 
・国型学校運営協議会（コミュニティ・スクール）や、学校評

価を踏まえた学校経営の PDCA サイクルの確立 

・小・中学校９年間を見通した「活動プラン」の策定と、地域

人材や地域資源を生かした「総合的な学習の時間」の実践。 

・学校だよりや学年・学級通信、学校ＨＰ、tetoru 等による

定期的な情報発信 

・地域の教育ボランティア（生活安全パトロール隊等）や市民

センター、学童との連携 

 令和８年度 北九州市立牧山小学校 学校経営方針  

めざす子ども像 
 
○教育的愛情に満ち、優しさと厳しさのあ
る教師 

○自ら研修に励み、高い専門性と使命感と
情熱をもつ教師 

○教育公務員としての自覚と使命感をもつ
教師 

○保護者や地域から信頼される教師 

めざす教師像 

・萎縮せずに意見を述べたり、前例や実績のない試みに進んで
挑戦する教職員を支援したりできる環境の醸成 

・ＩＣＴ活用や校内環境整備による業務の効率化 
・定時退校日の徹底  年休取得日数：平均 7 日以上 
・綱紀粛正(飲酒運転撲滅、個人情報保護、ハラスメントおよ
び体罰の禁止、個人 USB・カメラ持込禁止)の徹底 

・「教員の資質向上に関する指標」を基にした研修の参加 
・授業時数見直しによる、教育課程の弾力的な運営（特色ある
学校教育活動の実現） 


